
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇第１回／「北前船を通じて北海道と北陸のつながり」 

 期 日／ 5月10日（水）10：30～12：00 

講 師／高野 宏康 氏（小樽商科大学グローカル戦略推進センター・学術研究員、 

歴史民俗資料学博士） 

会 場／花川北コミュニティセンター（石狩市花川北3条2丁目） 
 

◇第２回／「北前船ゆかりの地小樽を訪ねて」 

 期 日／ 5月25日（木）8：45～17：00 

講 師／土屋 周三 氏（北海道北前船調査会主宰、元小樽市総合博物館館長） 

集合場所／石狩市公民館（石狩市花川北6条1丁目42） 

講座２ 

講 座 案 内 
平成 29 年度 

続・北前船ものがたり  

◆ 第２回目定員／ 40人（申込多数の場合は規定によりカレッジ会員優先による抽選で決定） 
◆ 申込締切／ 平成２９年 ４月２６日(水)  FAX・メールは土・日でも受付可能です。 

電話での申し込みは平日（月～金）の 9 時～17 時までにお願いします。 
◆ 受講料／ カレッジ会員800円・一般1,000円（全２回分） 
◆ 昼食・施設使用料／ 1,240円（内訳：昼食1,000円 施設使用料 240円） 
◆ 申込み・問合せ／いしかり市民カレッジ事務局（石狩市公民館内） 
  TEL/FAX： 0133-74-2249   

メール：kouminkan@city.ishikari.hokkaido.jp 

※ この講座は、学びのスタンプ対象講座、道民カレッジ連携講座です。 

 

いしかり市民カレッジ 検索 

 

松前藩時代から明治の開拓時代

にかけて、北前船は交易や移民の

輸送、物流などのほか、本州の文

化を北海道にもたらした役割は大

きい。その北前船は大坂から瀬戸

内海を経て日本海を北上し蝦夷地

（北海道）を結ぶ航路の中間に位

置する北陸とのつながりに視点を

あて講義する。さらに北前船が盛

んに寄港し、特に明治期の北海道

の経済や文化に影響をもたらした

証しを北前船ゆかりの地、小樽市

で痕跡を見聞する。 
北  前  船 （ 小 浜 港 ） 

 


